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WHO設立50周年と中嶋宏先生
（財）医療情報システム開発センター理事長
　　　　（WHO執行理事）
　　仲　村　英　一・
　東京医大の同窓会のみならず，日本の医学界の誇るWHO事務局長の中嶋宏先生が本年7月20日
をもって無事任期を満了された．
　日本人で国連の幹部になった人は他にもいるが，加盟国の選挙によって選ばれて国連機関のトッ
プになったのは，現在のところ中嶋先生1人である．（平成10年8月現在）WHO本部（ジュネーブ）
の事務局長は2期10年であったが，それ以前の西太平洋地域事務局長（全世界を6地域に分け，日
本はここに属する．在マニラ）も2期9年であったので，合計4回の選挙を勝ち抜いて通算19年の
長期にわたって，トップの座に居て，世界の人々の健康のため仕事をされてこられたのは，御本人
の識見，能力，リーダーシップに多くの加盟国が信を置いたに他ならないと思われる．
　今年WHOは50周年を迎えた．この間，世界の人々の健康状態は飛躍的に向上した．1例をあげ
れば，1948年46歳だった平均寿命は現在66歳，そして2025年には73歳に達すると推計されてい
る．さらに乳児死亡率も当時の出生千対160から57まで低下している．この成果は社会経済的な発
展が背景にあったとはいえ，安全な水，衛生設備の提供，個人衛生の向上，国家的保健サービスシ
ステムの確立・発展，プライマリー・ヘルス・ケアの普及・展開にWHOが寄与したことも極めて
大きい．このような過去の実績，各方面の技術的進歩から考えると，各国政府の政治的意志とコミ
ットメントに加え，国際社会の積極的支持があれば，2025年までの未来は手放しではないが明るい
ものといえると，中嶋事務局長は本年度の年次報告の中で述べている．
　しかし勿論その間怠ってはならない努力が山程あることも指摘する．単なる長命でなく，健康で
長生きすること，5歳未満死亡，50歳以前の未熟死亡の減少，先進国と途上国，富める者と貧しい
者との問の格差解消，新興・再興感染症対策，都市周辺のスラム化など新らしい都市保健対策等々
枚挙に暇がない．しかし逆にいえば，社会的正義，公平，連帯に基づいて新らしい国際的なパート
ナーシップの確立を目指す良い機会でもあると説いている．
　中嶋先生はこの度，ノルウェー元首相で医師でもあるブルントラント女史にその席を譲ったので
あるが，その際WHOから名誉事務局長の称号を送られた．本年1月のWHOの執行理事会で，その
実現に及ばずながら努力させて頂いた者の1人として，今後の中嶋先生の貴重な経験に基づいた引
き続きの御指導と更なる御活躍を切に願うものである。
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